3 公立図書館の戦略 by 船見 康之
3 公立図書館の戦略
著者 船見 康之
内容記述 研修: 平成28年度大学図書館職員長期研修
主催: 筑波大学
期間: 平成28年7月4日～7月15日
会場: 筑波大学春日エリア情報メディアユニオン2
階情報メディアホール等 
発行年 2016-07
URL http://hdl.handle.net/2241/00143590
1平成２８年度大学図書館職員長期研修
「公共図書館の戦略」
潮来市立図書館 船見康之
1.公共図書館を取り巻く状況
（指定管理者制度を中心に）
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1.1指定管理者制度導入の現状
・日本の市町村立図書館数：3,261館
（「日本の図書館」より）
内） 2014年までに導入：426館
（導入率13％／前年比34館増）
2015年導入予定：44館（仮導入率14.4％）
・（業者の種類）民間企業：321館、公社財団：50館
ＮＰＯ ： 40館、その他 ：15館
・（年度別導入図書館数）
～2006年度：69館、2007年度：49館、2008年度：47館
2009年度：52館、2010年度：61館、2011年度：18館
2012年度：37館、2013年度：60館、2014年度：36館
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(1)図書館における指定管理者制度の導入の
検討結果について2015年調査（報告）
4(2) 制度導入のメリット、デメリット
自治体 【メリット】
・公募選定により競争原理による管理コスト
の削減が図れ、結果として行政経緯の削減が
期待できる。
・民間ノウハウにより施設の管理に要する経
費の削減が期待できる。また、住民サービス
の質の向上と新サービスが期待できる。
【デメリット】
・自治体の図書館政策に基づく運営が遵守さ
れているかのチェック手法や組織が必要にな
る。
（中立性と運営の保険、サービス低下など）
・民間ノウハウの蓄積と維持、住民協働（ボ
ランティア）に不安がある。
5利用者 【メリット】
・住民サービスへの質の向上が期待できる。
・施設運営面での利便性の向上が期待できる。
【デメリット】
・住民要望や意見への対応について、業者の
業務代行により、反映できるか不安がある。
・図書館そのものの自立性と独立性への担保
が確保できるか不安がある。
業者 【メリット】
・社会的認知度の向上とビジネスマーケット
の拡大が期待できる。
・ノウハウを活かした経営と新たなる蓄積。
【デメリット】
・事業収益の見込み減と経営努力が必要。
（人件費の確保等）
・競争原理による価格破壊。
6■反対理由～これまでの議論を参考に～
・コストカットが最大の目的でサービスの水準が低
下する。
・事業の継続性が確保できない（契約期間の存在）
・職員の身分が不安定になる。
・企業の採算性に問題あり。（収益や報償がない）
・特定企業への依存の永続化。評価制度が曖昧。
・自治体・行政との意思疎通の衰退。
■賛成理由～導入した図書館の理由～
・民間ノウハウを活用したサービスの向上。
・運営コストの削減。
・予算に左右されない流動的な支出。
■現場経験、視察対応をしてきた経験からの考察
・専門性が低下する一つの要因がコストカット。
⇒低価格競争、利益確保による人件費減
・人材確保が厳しくなれば、サービス水準は低下。
7＊これらの問題は、直営図書館であっても同様である。
⇒賛否あるかもしれないが、行政職の異動と業者の
切り替えは別問題か？
⇒司書職として採用しても、図書館に永続勤務でき
ない現実もある。
⇒図書館の運営予算は運営形態関係なく厳しい。
（私的な考え）
＊コストカットが前提となる指定管理者制度導入は反
対。図書館の理念やサービス目標（ミッション）、
地域社会の価値を高めるための図書館政策、これら
を実現するための一つの方法論として指定管理者制
度を議論・評価し、導入の可否を判断することが必
要と考えている。
81.2 指定管理者制度検討の視点と課題
（1）制度上の課題
・図書館政策の決定と運営主体との分離。
・技術や技能の蓄積、人材育成。
・独自の収入源。（民間企業）
・経営力の育成、公益法人改革による生き残り
（2）利用者への課題
・個人情報の懸念／市民の施設という意識
（3）導入にあたっての留意点
（※総務省自治行政局長通知を参考）
・公共性、専門性の確保／専門職員の確保
・業務水準の維持、確保
・経費の適切な見積もり（インセンティブ確保）
・適切な評価システムの確保 ← 重要
・設置目的、図書館像の共有
“自治体発信の図書館政策”が必要
2.基準や指針から考える
図書館サービス
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2.1公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準
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（１）図書館法の改正を踏まえた規定の整備
・運営状況に関する評価の実施やその結果の住民
への情報提供
・学習の成果を活用して行う多様なボランティア
活動等の機会・場所の提供
（２）図書館に対するニーズや地域課題の複雑化・多
様化に対する規定の整備
・図書館は地域の情報拠点等として重要な役割を
担うことを明記
・学校、民間団体等との連携・協力
・地域の課題に対応したサービスの充実
・児童・青少年、高齢者、障害者、乳幼児とその
保護者、外国人等の利用者に対応したサービス
の充実、施設・設備の整備
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（３）運営環境の変化に対応するための規定の整備
・図書館の設置者は、設置目的を適切に達成する
ために必要な管理運営体制を構築すべきこと
・管理を他者に行わせる場合、緊密な連携により
事業の継続的・安定的な実施等を確保
・基本的運営方針、指標・目標、事業計画の策定
公表等
・司書等の確保、関係機関との人事交流、各種研
修機会の拡充等
（４）その他
・著作権等の権利の保護に関する規定を追加
・危機管理に関する規定を追加
・図書館資料に電磁的記録を含むこと、郷土資料
等の電子化等に関する規定を追加
2.2「これからの図書館像−地域を支える情報拠点を
めざして−（報告）」一部抜粋
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2．これからの図書館サービスに求められる新たな視点
（1）図書館活動の意義の理解促進
（2）レファレンスサービスの充実と利用促進
（3）課題解決支援機能の充実
（4）紙媒体と電子媒体の組合せによるハイブリッド
図書館の整備
（5）多様な資料の提供
（6）児童・青少年サービスの充実
（7）他の図書館や関係機関との連携・協力
・図書館間の連携・協力
・行政部局、各種団体・機関との連携・協力
（8）学校との連携・協力
（9）著作権制度の理解と配慮
13
・ビジネス支援サービス：起業支援、就職支援、各種産業支援
・法情報サービス：社会生活のリスク軽減につながるための支援
・医療健康支援サービス：特化した医療関連資料、闘病記文庫
・児童サービス：読書推進事業、本と読書の新たな楽しみ親しみ
を提供するサービス
（青少年サービス、家読、子ども司書等）
・電子資料サービス：電子書籍資料の提供
・市民協働：ボランティアとの連携
・学校連携：資料（本）の団体貸出に代表されるサービス
・利用促進、啓発サービス：図書館活用講座、図書館カフェなど
・生涯学習支援サービス：文学講座、各種セミナーなど
・子育てサービス：読み聞かせ、子育て広場等の施設提供
・大学連携：サイエンスカフェ（出前講座）の利用
・多文化サービス、宅配サービス、移動図書館
・・・・・ほかにもいろいろあります。
資料（本、雑誌など）の提供だけにとらわれないサービスが実施
されている。
3.潮来市立図書館の紹介
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潮来市・潮来市立図書館の紹介
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潮来市
茨城県東南部に位置 人口：28,804人
潮来市立図書館
・平成18年5月に県内52番目の図書館として開館。
（市政5周年事業。空き校舎を改築）
（一部業務委託）
・平成22年4月：茨城県初の指定管理者制度導入
（平成27年実績）蔵書数：約177,000冊
一日当たりの貸出冊数：987冊
一日当たりの来館者数：628名
開館日数：339日
（平成28年現在）職員数：22名（清掃2名含む）
潮来市・潮来市立図書館の紹介
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図書館のサービス目標
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（サービスの基本原則）
本と人が出会うサービスの４つの広場づくりをめざして
①知識のひろば：
「市民に必要とする資料を提供できる」環境づくり
②情報のひろば：
「レファレンス・サービスの役割」
③文化のひろば：
地域（市民）の文化活動の支援、文化事業を開催
④地域のひろば：
市民の憩いの場、くつろぎの場、交流の場。
サービス目標／ミッション
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①多様な図書館サービスの充実
・レファレンスサービス
・多様な利用者層に応じたサービス
（特に児童サービス）
・生涯学習機会の提供
・市民ニーズに沿った図書館運営
（ボランティア参加促進）
・課題解決支援・情報提供機能の充実
・電子情報の利用によるハリブリット図
書館の整備
②図書館資料およびネットワークの強化
・図書館資料の充実
・学校図書館との連携および支援
・広域ネットワークの整備
潮来市立図書館の指定管理者制度
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a.業者 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社
b.委託期間 平成22年～26年（5年間）
平成27年～32年（5年間更新）
c.委託内容 カウンター業務・レファレンス・書架整理、選書、
除籍、読書推進事業、施設、システム管理・予算
管理・事業、広報計画など
d.組織 図書館スタッフ：22名（平成28年）
⇒社員級スタッフ：10名
⇒パートスタッフ：10名、清掃係：2名
e.サービス
変更
1．開館時間の変更
一部委託：金曜日のみ13時～19時開館
指定管理：全日10時（9時30分）～19時開館
2．休館日の変更
一部委託：毎週月曜日、毎月第３水曜日
年末年始、蔵書点検（10日以内）
指定管理：第３水曜日、年末年始、蔵書点検
3．新規事業の増加（サービス向上）
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f.市窓口
（管理）
潮来市生涯学習課（潮来市立中央公民館）
g.評価 第三者委員による指定管理業者およびサービス
の評価
h.業務管轄 ・図書館サービス全般：スタッフ
・施設管理：スタッフ
・予算管理：スタッフ
※最終的な決裁は潮来市。
i.運営 ・スタッフと潮来市職員との連絡体系を密にし
ている。
（メール、電話、直接での協議など事業に関す
るものはすべて）
・通常業務内での連絡のやり取りのほか、月1回
（第3水曜日／館内整理日）にミーティングを
行う。
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【経費】※人件費等除く 単位（千円）
20年度 21年度 22年度 23年度
図書館費 67,489 57,931 35,848 35,918
内訳
施設管理費 53,803 49,915 27,282 26,080
備品購入費 13,686 8,016 8,566 9,838
24年度 25年度 26年度 27年度
図書館費 35,394 37,560 34,413 37,301
内訳
施設管理費 24,690 20,736 22,170 21,967
備品購入費 10,704 11,194 12,243 15,334
【指定管理料】
平成22年～26年 約69,900,000
平成27年～ 約79,400,000
図書館資料費の増加＋人件費の増加
4.潮来市立図書館のサービス
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・子ども司書講座
・電子図書館サービス
＊他は付属資料をご参照ください
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サービスの企画立案について
・企画のアイディアは、全スタッフから意見聴取の
うえ、責任者間で協議し作成。
・最終的な案は館長がまとめ、市に提案。
⇒年間事業計画として。
⇒年間予定にない突発的な企画も多数。
・各アイディアは、先進事例の図書館を参考にする、
カレトアウェアネスから情報を探す、過去のイベン
トのグレードアップ・・・など様々な情報源を参考
にする。
・毎年開催している固定の事業に関しては各関係機関
と連絡調整して決定。
⇒おはなし会、読み聞かせ事業、上映会など。
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サービスの実施／報告／見直しについて
・サービス、イベントの実施は、基本的には企画発案
者を主として、複数名のスタッフが補助につき実施
する。（実施にともなう準備なども含めて）
⇒企画担当、事業担当などのような固定の業務は設
けていない。
・すべての事業について報告書を作成し、市へ提出。
⇒報告書内で都度、評価を書いていただいている。
・サービス事業の見直しについては、スタッフミー
ティングおよび市担当者と協議。図書館以外の団体、
機関と連携して開催した事業については、各担当者
間で協議する。
・基本的には、Plan（計画）、Do（実行）、Check
（点検・評価）、Act（処置・改善）サイクルでの業
務となる。
潮来市立図書館子ども司書講座
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平成２１年 児童サービスの見直し
平成２２年 リテラシー向上を模索
矢祭もったいない図書館
平成２３年 基本構想と挫折の連続
平成２４年 第１期子ども司書講座開講
・・・
平成２８年 第５期子ども司書講座開講
＊第１期生／１５名
第２期生／ ７名
第３期生／１１名
第４期生／ ９名
第５期生／１８名（応募段階）
子ども司書講座 ～企画前～
①きっかけ
・図書館の読書推進活動の充実
・児童サービスの現状
・学校との連携
・子どもたちへの想い
②リサーチ
・矢祭もったいない図書館
③意識共有と学習
・スタッフ間協議と学習
・関係各所への働きかけ
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①きっかけ
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【図書館の児童サービス】
・読み聞かせ／おはなし会
・特集展示など
・学校巡回貸出事業
・読書ノート配布事業
・ミステリーバッグ
・児童向けのイベント多数
・数多くの目録作成
＊特別なことをしているわけではない
＊図書館を利用することが最初の出発
＊なんともいえない違和感
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【学校との連携】
・学校巡回貸出事業
・ブックトーク、読み聞かせ
＊特別なことをしているわけではない
＊本を中心とした関係性
＊ここでもなんともいえない違和感
【違和感の理由①】
＊子どもたちに何を届けたいのか？
＊子どもたちに自発性は生まれるのか？
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【違和感の理由②】
＊図書館の読書支援
・この本読めという押しつけか？
・選択するというアクション
＊読書をする
・ベストセラーばかり
・本が見つけられない（興味ない）
＊とりあえずやってみた・・・
・やった後の先がない
・機械的な作業になってしまう
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【子どもたちへの想い】
＊本は楽しいだけじゃない。人間力を
豊かにする。
（大人だって同じですよね）
＊本や情報との出会いを！新たな読書環境
＊自分で探し出し、自分で解決するため
の能力（リテラシー）
これらすべては図書館を使いこなすこと
で得られるかもしれない。それを日頃実
践しているのは司書。これらを子どもた
ちへ届けるためにはどうすれば・・・。
②リサーチ
31
【矢祭もったいない図書館】Ｈ２１
＊子ども司書？？？？？
＊衝撃と挫折があった。（Ｈ２２）
＊理想とする実績。教科書があった。
⇓ 結果、どうしたか？
＊そうだ！“真似”してみよう。
＊真似してシミュレーション。
⇓ 結果、どうだったか？
＊目的を見失った。
＊ほかにもいろいろリサーチ。
③意識共有と学習
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【スタッフ間協議】
＊１人では無理。仲間が必要。
＊やる、やらないではなく、目的達成の
ためにどうすればいいか？
＊自分たちに何が足りないのか？
【学習】
＊徹底したリサーチと既存事業の見直し
【関係各所との調整】
＊学校、教育委員会
＊図書館の予算 ⇒ 当初予算は３万
（平成２４年）
子ども司書講座 ～企画編～
①企画立案
・事業計画書作成／チラシ
・趣旨と主催
・対象
・期間、場所
・講座内容
・配布物、準備物
・受講した証
・その後の活動
②起案
・教育委員会へ！
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①企画立案～趣旨・主催～
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【趣旨】
本が好きで読書に興味・関心が高い子ど
もたちを中心に、司書についてのノウハ
ウを習得し、友達や家族に読書の素晴ら
しさや大切さを伝えるリーダーを育成す
ることを目的とし、「潮来市子ども読書
活動推進計画」の施策の推進を図る。
【主催】
・潮来市立図書館
・潮来市生涯学習課（教育委員会）
＊図書館単独の事業ではない。
①企画立案～対象～
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【対象】
・図書館活動に興味・関心のある生徒
（小学校4,5,6年生、中学校1,2年生）
＊当初は小学５年～中学２年だった
【人数】
・20名程度
＊人数が少ないことへの抵抗感
＊手が届く範囲。大切に伝えたい。
＊他の年齢層をどうするか？
⇒子ども司書講座がすべてじゃない！
①企画立案～期間、場所～
36
【期間】
・毎年６月～年末もしくは年明け１月
・長期間にわたる事業
【場所】
・すべて図書館
＊図書館にこだわる必要はない。
＊学校も実施場所になり得る。
＊１日司書体験などとの区別。
⇒１講座に時間をかけて丁寧に。
⇒他のイベントとの調整。
①企画立案～講座内容～
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【第４期の事例】１講座２時間
日程 講座内容
第1回 6/14 開講式、図書館サービスの説明、図書館探検
オリエンテーション（自己紹介、講座の説明）
第2回 6/28 本の分類、整理、配架、貸出、返却について
第3回 7/19 本の利用方法（調べ学習のコツ）
司書体験（窓口サービス）
第4回 8/9 司書体験（窓口サービス）
第5回 8/23 司書体験（本の選書）（予備／窓口サービス）
第6回 9/13 司書体験（本の装備、修理）
第7回 10/11 司書体験1（ポップ作成、ディスプレイ）
第8回 10/25 司書体験2（ポップ作成、ディスプレイ）
第9回 11/15 読み聞かせ・おはなし会について（選書・実技）
第10回 12/27 子ども司書によるおはなし会
閉講式、修了式（認定証授与）
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第1回 開講式、図書館サービスの説明、図書館探検、
オリエンテーション（自己紹介、講座の説明）
・オリエンテーションでは、各講座の説明と講座
全体の流れを説明。
・図書館探検は、施設全体の案内（郷土資料室、
閉架、作業室内含む）を行う
・図書館サービスの説明は、主に職場体験で説明
している司書のお仕事内容と同等のものとする。
検索（OPAC）、配架についても該当する講座
にて詳しく解説する。
第2回 本の分類、整理、配架、貸出、返却について
・分類はNDC、ラベルなどの解説、配架は並び方、
特殊な配架場所の説明
・貸出、返却は図書館システム画面の操作方法
（別途マニュアル用意）とカウンターでの接客
説明を行う。
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第3回 本の利用方法（検索やレファレンスについて）
司書体験（窓口サービス）
・OPACからの検索方法。主に児童書を使って行
う。
・自ら検索し目的の資料を探索してみる。
（模擬レファレンスとして）
・本とインターネットを使った調べ学習方法の説
明をする。
・窓口サービスは貸出・返却サービスとして、図
書館スタッフがシステム操作を行い子ども司書
が接客を行う。（実際には予行演習あり）
第4回 司書体験（窓口サービス）
・窓口サービスは貸出・返却サービスとして、図
書館スタッフがシステム操作を行い子ども司書
が接客を行う。（本番）
・接客内容は、本の受け渡し、返却資料の後処理
など。
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第5回 司書体験（本の選書、登録）
・児童出版社十社の会に依頼をして複数出版社を
集め本の見計らいを行う。全体の選書金額は要
調整。選書はスタッフと子ども司書が行う。
・登録体験に使用する本は選書した本の中から
ピックアップする。
・システムへの登録（マークから書誌修正）まで
の過程を行う。
・システム操作は事務室内端末から行い、最終的
なアップはスタッフが行う。
第6回 司書体験（本の装備、修理）
・データ登録した本をそのまま保管しておき、そ
れを装備する。
・装備はラベルからブックコートまでの過程を行
う。修理はレベルが高いため、スタッフが行う
修理を見学する一方で、過去に修理不可能に
なった書籍をもとに本を大切に扱うマナーの向
上を図る。
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第7回 司書体験1（ポップ作成、ディスプレイ）
・参加者自身がおすすめする本を１～２冊選んで
もらう。
・選んだ本の書評をPOPとして作成。
・作成したPOPは選定した資料と一緒に館内展示。
ホームページにも掲載。
・作業要領は職場体験生に行ってもらう内容と同
等のもの。
第8回 司書体験2（ポップ作成、ディスプレイ）
・POP作成の続きを行う。
・パソコンやイラストカット集などを利用して本
棚をデコレーションする。
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第9回 読み聞かせ・おはなし会について
（選書・実技）
・第10回に行う「子ども司書によるおはなし
会」に向けた練習を行う。おはなし会で読む
テーマは自由設定とし、本を選んでもらう。
・選定する際のアドバイスとしてスタッフ（も
しくはボランティア）が解説、指導を行う。
読み聞かせの方法について実演を交えながら
指導する。各自練習を行う。
第10回 子ども司書によるおはなし会
閉講式、修了式（認定証授与）
・子ども司書によるおはなし会は参加者の保護
者含め一般自由参加で行う。
（通常のおはなし会と同等形式）
・ビデオ録画し、記念として配布する。
・全講座を受講しての感想を書いてもらう。
・おはなし会終了後に閉講式と修了式を行い、
“認定証”を授与する。
①企画立案～配布物・準備物～
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【配布物】
・子ども司書講座手帳（出席管理用）
・子ども司書講座テキスト
（各回講座レジュメ／ファイル付）
・トートバッグ
・ネームプレート（ケースは貸与）
・子ども司書専用エプロン（貸与）
①企画立案～認定証～
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全回受講を原則とするが、8講座以上受講
した受講者を認定し、修了証および子ど
も司書カードを授与する。
①企画立案～認定証～
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①企画立案～その後の活動～
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【第１期～第４期】
・図書館ボランティアとしてイベントに
参加（おはなし会などのイベント）
・子ども司書によるおすすめ本リストの
作成と配布。
【第５期】
・図書館ボランティアとしてイベントに
参加（おはなし会などのイベント）
・各自の学校図書館で積極的な作業を行
う。
＊学校図書館支援事業との関係
補足：学校図書館支援事業
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・潮来市内の小中学校において、学校図
書館担当教諭、図書整備委員と連携し、
市立図書館運営のノウハウとこれまで
に培ってきた学校連携のノウハウを活
かし、資料の貸出だけにとらわれない
更なる連携として、学校図書館運営へ
の支援を行います。将来的に学校図書
館での自由な読書活動推進や主体的な
学習活動が成されることを目的とし、
市立図書館より専任の学校図書館支援
員を派遣します。
補足：学校図書館支援事業
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・学校図書館蔵書整備
蔵書管理システムの構築
・図書の選書相談
・図書の配架方法、配架の工夫
・図書の装備、修繕
・図書館だより作成支援
・各種研修会の定期開催
・授業におけるブックトークの実施と企
画支援
・授業における調べ学習支援
＊子ども司書の活動および支援
子ども司書という事業は他の事業との関
連性もあります。
補足：学校図書館支援事業
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②起案
50
・自治体、図書館によって起案方法は
さまざまかもしれません。
・子ども司書講座そのものは、図書館単
独ではなく、将来的にも学校という教
育現場が深く関わってきます。
・最終的な起案の行く末がどうであれ、
教育委員会もしくは学校教育課等への
事業説明は必須です。
子ども司書講座 ～準備編～
①テキスト
・テキストをどうするか
・参考資料について
②その他製作物・準備物
・図書館のアイディア次第
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②テキスト
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・講座を開催する以上、口頭説明では不
十分です。
・講座にあったテキストを用意する必要
があります。
・テキストは毎回配布し、記録として残
せる仕組みのほうが良いです。
（例）ファイル綴じ
・作成するのが困難な場合は、参考資料
を用いるなど効率よく利活用しましょ
う。
②その他製作物・準備物
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子ども司書講座を開催するにあたって、
テキスト以外に準備しておくと良いと思
われるものについて
・エプロン
・バインダー
・バッグ（エコ、トートバッグ）
・認定証
（できれば必須に）
・デジカメ、ビデオカメラ
（記録用として）
・広報手段の確保
（市町村広報誌、ＷＥＢなど）
子ども司書講座 ～実施編～
①各講座実施の様子
・できる限り多くのスタッフ
で運営する。
②実施後に必要なこと
・評価と反省
・講座の振り返り、地域または
保護者へのＰＲとしての作成物
（子ども司書講座新聞）
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①各講座の様子
55
第１回：開講式、オリエンテーション
56
第２回：本の分類、整理、配架
貸出、返却
57
第３回：本の利用方法
（検索やレファレンスについて）
司書体験（窓口サービス）
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第４回：司書体験（窓口サービス）
59
第５回：司書体験（本の選書、登録）
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第６回：司書体験（本の装備、修理）
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第７回：司書体験1
（ポップ作成、ディスプレイ）
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第８回：司書体験２
（ポップ作成、ディスプレイ）
63
第９回：読み聞かせ
おはなし会について
64
第１０回：子ども司書によるおはなし会
閉講式
②実施後に必要なこと
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【評価と反省】
・毎回の実施報告書を作成
・子どもの様子や指導内容等をスタッ
フ間で協議
・報告書はスタッフ全員に回覧
＊意識共有と連帯感を得ることができ
ますので、ぜひ！
【子ども司書新聞】
・参加者へ郵送（保護者へのＰＲ）
・ＷＥＢ等でもデータをアップ
・学校へ配布（先生へのＰＲ）
補足：子ども司書新聞
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①図書館単独の限界
・関係各所との積極的な連携を！
②学校との相互理解を深める
③仲間を増やそう！
・他図書館とのつながりをもつ
④緻密なリサーチと個人・スタッフへ
の積極的なフィードバックを継続
・個人学習を怠らない
⑤他の事業とのコラボ
＊子どもの可能性は無限大です
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【電子図書館サービスについて】
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5.スタッフ研修・教育
74
5.1 潮来市立図書館のスタッフ研修
75
・基本的に、館内独自で行う研修、外部の研修の２種類
【館内研修】
開催日（ほぼ固定）：館内整理日／休館
①レファレンス研修（資料への理解度を深める）
②サービス研修（企画したサービスの学習）
③選書
④国立国会図書館出前研修
⑤外部研修参加スタッフによるフィードバック研修
＊②と③については、日常業務内で行う場合がある。
＊使用するテキストはすべてオリジナル。
テキスト無しの場合も多数
＊研修内容はすべて、全スタッフ間で共有。
完全システム化。
76
【外部研修】
原則：役職関係なく、希望スタッフは参加させる
①県図書館協会研修
②日本図書館協会研修
③国立国会図書館研修
④外部団体主催研修
（例：ビジネス支援図書館推進協議会・・・）
＊すべての研修において参加したスタッフは、自館で
フィードバック研修を行う（個人研修も）。
使用テキストは全スタッフ共有化。
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【研修の費用と扱い、参加するスタッフへの注文】
原則：出張扱いにしている
①シフト調整は、館長および責任者の責務。
②スタッフ個人が自主的に参加すると希望しものも、
内容によっては出張扱いにすることもある。
③研修会に参加した他図書館との交流を深めるよう指
示。
⇒これが最大の糧になる。
④研修内容は、館長がまとめ、行政に報告。
⇒指定管理も業務委託も、運営委託の受託者側とし
ては責務。
5.2 スタッフ研修を行う理念
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・機械的作業が多い図書館では図書館員として視野が狭
まる可能性大。図書館に対する知見を深めるには、個
人の自己学習が不可欠。
・組織の運営を理由に研修に参加できないことはありえ
ない。すなわち、組織のトップの責任でもある。
・自己学習の推進、そしてフィードバックを重ねること
で組織力は向上。スタッフのスキル向上にもなる。
・役職関係なく行うことでモチベーションの向上にもな
る。他図書館のスタッフとの人的交流で新たな刺激に
もなる。
⇒これらは、結果として、自館のサービスや運営ミッ
ションへの理解を深めるだけでなく、将来的なサービ
ス向上の展望にもなる得る。
最後に
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・図書館員、図書館同士のつながりが大きな力になって
いる。様々な機関と連携をすることで、図書館に対す
る理解も深まる。連携することで得られる知識や経験
が新たな事業への糧にもなる。
・個々の能力よりも組織として協調することの重要性を
認識。
・積極的にアピールしていくことで、結果として地域を
巻き込んでいく。歩み寄り（ニーズ）が増える
これまでのサービスには、指定管理者制度を導入した
から実現できたというものがない。しかし、無理に追求
しても意味がない。何のための図書館か？誰のための図
書館か？理念や目標を明確にし、提供していくことが重
要であるし、「場」としての図書館の価値を高めていく
ことが重要になる。
御清聴ありがとうございました。
質問などありましたら、
下記までお問い合わせください。
潮来市立図書館（館長 船見康之）
〒311-2436 茨城県潮来市牛堀２８９
TEL：0299－80－3311
FAX：0299－64－5880
メール：lib@itako.ed.jp
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